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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、生殖細胞で高度に発現する核酸結合タンパク質をコードしている。コードされているタンパク質は、特定の遺伝子のプロモーター内のYボックスエレメントに結合するだけでなく、これらの遺伝子から転写されたmRNAにも結合する。この遺伝子の擬似遺伝子は、染色体10と15に位置する。[RefSeq提供、2012年2月]、機能：メッセンジャーリボ核タンパク質粒子（mRNP）の主成分。生殖細胞mRNAの安定性や翻訳の調節に関与する。Yボックスコンセンサスプロモーターエレメントに結合します。配列非依存的に、高親和性で全長mRNAに結合します。コンセンサス部位5'-UCCAUCA-3'を含む短いRNA配列には、低親和性で、限られた配列特異性で結合します。母系mRNAとの結合は、細胞質保持に必要です。 Yボックスプロモーターから転写された特定のmRNAを核内で標識し、細胞質に貯蔵することで、転写とmRNAの貯蔵/翻訳遅延を結び付ける。,PTM:卵母細胞成熟中にリン酸化され、卵子の活性化後に脱リン酸化される。in vitroでは精巣mRNPに関連するキナーゼ活性によってリン酸化される。脱リン酸化はin vitroでのRNA結合親和性の低下につながる。,類似性:1つのCSD（コールドショック）ドメインを含む。,サブユニット:PABPC1およびCSDAを含むmRNP複合体中に存在。,組織特異性:精原細胞から精母細胞への段階にある卵母細胞および精巣生殖細胞に発現する。また、胎盤栄養芽細胞、肺動脈、心筋、骨格筋の血管平滑筋細胞にも認められる。呼吸器、消化管、泌尿生殖器の上皮細胞では検出されない。様々な癌腫および生殖細胞腫瘍において、タンパク質レベルでの発現が上昇する。
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	YBOX2抗体を用いたCOLO205細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MSY2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

